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基準１０ 財務 

（１）観点ごとの自己評価 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の資産は，平成16年度の法人化に伴い，国から土地及び建物・立木竹, 工作物の資産

を継承し，教育活動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行するため高等専門学校設置基

準に基づいた必要な資産を有している。平成２４年３月末現在におけるその資産現在額は，

（資料１０－１－①－１）のとおりである。 

 

資料１０－１－①－１ 

「資産現在額一覧表」 

 

平成 24 年 3 月末現在 
  

（単位：百万円） 

区          分 数  量 単位 金   額 備 考 

不動産 

土地 101,565 ㎡ 2,245   

建物 32,307 ㎡ 1,978   

構築物 1 式 70   

小   計     4,293   

動産 

車両運搬具 1 式 1   

工具器具備品 1 式 220   

小   計     221   

建設仮勘定 1 式 1   

無形固定資産 1 式 1   

合      計     4,516   

 

（出典 総務課） 

 

 また，債務については，資料１０－１－①－２が示すように，高専機構本部からの運営費交

付金等の範囲内で健全に運営しており，実質的に未払いとなっている債務もなく，健全な運営

を行っている。 
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資料１０－１－①－２ 

「貸借対照表」（抜粋） 

 

 

（出典 財務会計システム） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

資産現在額一覧表に示すように，教育活動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行する

ために必要な資産を有している。また，貸借対照表が示すように，高専機構本部からの運営

費交付金等の範囲内で運営しており，実質的に未払いとなっている債務もなく，健全な運営

を行っている。 

以上のことから，本校の目的に沿った教育活動等を，将来にわたって適切かつ安定して遂

行するために必要な資産を有するとともに，債務においても適正である。 
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観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入

が継続的に確保されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 経常的収入源である運営費交付金は，効率化係数対前年度１％減ではあるが，今後も継続的に

交付されるため，安定的に確保されている。また，その他の経常的収入源として授業料・入学

料及び検定料の他，その他の自己収入として財産貸付料等が継続的に確保されている。 

さらに，これらに加え産学連携等研究収入（共同研究・受託研究），寄付金収入，科学研

究費等補助金などの外部資金獲得に向け積極的に取り組み，経常的収入として継続的に確保

されている。（資料１０－１－②－１） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校の主な経常的収入源である運営費交付金等については高専機構から継続的に交付されてお

り，安定的に確保されている。さらに，文部科学省，高専機構等が公募する各種競争的資金及び

寄付金等の外部資金獲得にも積極的に取り組み，安定した教育研究活動等が展開できるような体

制を整備している。 

資料１０－１－②－１ 

「収入の確保等の状況」 

 （出典 総務課） 
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以上のことから，学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が

継続的に確保されている。 

 

 

観点10－１－③： 学校の目的を達成するために，外部の財務資源の活用策を策定し，実行し

ているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校における外部の財務資源は，平成22年度に大きなプロジェクトが終了したため，外部資金

受入一覧（資料１０－１－③－１）を見る限り，平成23年度の獲得額は少なくなって見えるが，

本校では戦略的経費として校長裁量経費を留保し，教員等からプロジェクト計画経費等の申請を

受け，支援経費として配分している。また，外部資金獲得のための申請意欲向上のため，外部講

師による講習会の開催（資料１０－１－③－２），外部資金の公募情報一覧（資料１０－１－③

－３）をグループウェアラクーダＳＴに掲載している。 

その他，企業からの受託研究，共同研究，寄附金等の受け入れにも努力しており，平成２３年

度から福井高専地域連携アカデミアが技術マッチングコーディネータとして委嘱した福井県発明

協会の知財専門家を活用し，会員企業と本校との技術マッチングを推進している。同知財専門家

を技術マッチングコーディネータとして委嘱したことは，全ての教員に周知されている。(資料

１０－１－③－４) 

 

 

資料１０－１－③－１ 

「外部資金の確保等の状況１」 

 

（出典 総務課） 
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資料１０－１－③－２ 

「外部資金の確保等の状況２」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課） 
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資料１０－１－③－３ 

「外部資金の確保等の状況３」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 科学研究費補助金について，申請件数の拡大及び採択率の向上を目指した講演会の開催，校長

裁量経費の留保，外部資金公募情報の提供を行い，申請意欲の向上を図っている。また，福井高

専地域連携アカデミアが委嘱している技術マッチングコーディネータを活用することで，共同研

究，受託研究の新規開拓について学校全体で推進している。 

以上のことから，学校の目的を達成するために，外部の財務資源の活用策を策定し，実行して

いる。 

資料１０－１－③－４ 

「外部資金の確保等の状況４」 

 

 

 

（出典 総務課） 
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観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係

る計画等が策定され，関係者に明示されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として予算配分計画を策定し，学校運営会議

において審議を行い，予算配分方針に基づき教育研究及び管理運営に必要な経費を配分してい

る。その審議内容，決定事項については，教員会議，事務連絡会議を通じ，教職員に明示され周

知するととともに，財務に関しては，収支予算決算額を学校要覧に掲載している。（資料１０－

２－①－１～２） 

    

資料１０－２－①－１ 

「平成２４年度予算配分方針（抜粋）」 

 

（略） 

（出典 平成２４年度学校運営会議） 
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資料１０－２－①－２ 

 

「平成２４年度学科（教室）等配分額表」 

 

 

（出典 平成２４年度学校運営会議） 
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(分析結果とその根拠理由) 

  財務に係る計画等については，本校の目的を達成するため，独立行政法人国立高等専門学校機

構が掲げている中期目標，中期計画及び本校の予算配分方針（資料１０－２－①－１）に基づ

き，教育研究及び管理運営に必要な経費を学校運営会議において審議し策定している。 

また，学科（教室）等配分額表（資料１０－２－①－２）においても学校運営会議で審議され

たものを教員会議において教職員に明示し周知されるとともに，その具体的施策についても学校

運営会議及び教員会議で周知を図り実施されている。 

 

 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

 

（観点に係る状況） 

 支出については，財務会計システムで一元管理しており，損益計算書（資料１０－２－②－

１）で示すように過大な支出超過はない。 

 

資料１０－２－②－１ 
「福井高専損益計算書（抜粋）」 
 
 

損 益 計 算 書 
（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日） 

 

経常費用 
業務費 

           教育・研究経費          246,462,951 

           教育研究支援経費         23,973,609 
           受託研究費                 1,307,69 

           共同研究費                3,097,500 

           受託事業費                  705,600 
           教員人件費               27,798,200 

           職員人件費               18,735,328 

        一般管理費                 73,987,276 
        財務費用                      583,146 

                  経常費用合計                       396,651,303 

経常収益 
運営費交付金収益                            48,143,414 

授業料収益                                 241,161,032 

入学金収益                                  19,458,000 
検定料収益                                   5,808,000 

受託研究等収益                               5,034,250 

受託事業等収益                                 705,600 
補助金等収益                                 3,213,914 

寄附金収益                                   8,331,388 

        資産見返負債戻入                            54,099,256 
          雑益                                        10,059,673 

経常収益合計                                            396,014,527 

経常利益                                          -636,776 
臨時損失                                         2,045,401 

臨時利益                                                 1 

当期純利益（純損失）                                -2,682,176 
当期総利益（総損失）                                -2,682,176 

 

 

 

 

（出典 総務課） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 （資料１０－２－②－１）で示すように収支決算については，財務会計システムで一元管理さ

れており毎月締め作業を行い確認しているため過大な支出超過になっていない。 

 以上のことから，収支は適正に管理されており，過大な支出超過はない。  

 

 

観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含

む）に対し，適切な資源配分がなされているか。 

 

（観点に係る状況） 

 教育研究活動に必要な予算については，予算配分方針（資料１０－２－①－１）に基づき，

予算配分案を策定し，学校運営会議で審議の上，決定している。 

また，校長のリーダーシップの下，教育研究活動の活性化を図るため，校長裁量経費とし

て留保し，プロジェクト等の募集（資料１０－２－③－１）を行い，申請されたすべての事

業について校長ヒアリングを実施し，必要性，有効性，継続性を審査し採否を決定し重点配

分を行っている。（資料１０－２－③－２） 

 さらに，施設・設備については，長期的視野に立った計画的な予算配分を行うため，設備

整備マスタープランを更新するための希望調査（資料１０－２－③－３）を校内で行うとと

もに，大型の施設・整備については，高専機構本部にマスタープランで予算要求を行ってい

る。 

資料１０－２－③－１ 

「校長裁量経費によるプロジェクト等の公募通知（抜粋）」 

 

（出典 学校運営会議） 
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資料１０－２－③－２ 

「校長裁量経費の採択及び配分状況（抜粋）」 

 

（出典 総務課） 

 

 

資料１０－２－③－３ 

「設備整備マスタープランの通知（抜粋）」 

 

（出典 総務課） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学内の予算配分では，事業の継続性及び円滑な実施に配慮した予算配分となっており，
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資料１０－３－①－１  

「独立行政法人通則法（抜粋）」 

 

略 

（財務諸表等）  

 三十八条  独立行政法人は，毎事業年度，貸借対照表，損益計算書，利益の処分又は損失の処理に関する書類  

その他主務省令で定める書類及びこれらの附属明細書（以下「財務諸表」という。）を作成し，当該事業年度の終了 

後三月以内に主務大臣に提出し，その承認を受けなければならない。  

２  ２ （略） 

   ３ （略）  

４  ４ 独立行政法人は，第一項の規定による主務大臣の承認を受けたときは，遅滞なく，財務諸表を官報に公告し，か 

つ，財務諸表並びに第二項の事業報告書，決算報告書及び監事の意見を記載した書面を，各事務所に備えて置 

き，主務省令で定める期間，一般の閲覧に供しなければならない。  

 

略 

 

（出典 機構本部ホームページhttp://law.e-gov.go.jp/htmldata/H11/H11HO103.html） 

その内容は学校運営会議で審議し，その結果を教員会議で明示している。  

また，校長のリーダーシップの下，教育研究活動の活性化を図るために校長裁量経費を

留保し，申請されたすべての事業について校長ヒアリングを実施し，必要性，有効性，継

続性を審査し採否を決定し重点配分を行っている。 

さらに，設備整備マスタープランを更新し，長期的な視野に立って計画的な設備整備を

実施するための予算配分を行っている。 

  以上のことから，適切な資源配分がなされている。 

 

 

観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

 

（観点に係る状況） 

学校を設置する独立行政法人国立高等専門学校機構の財務諸表等については，官報及び機構

ホームページにおいて公表している。（資料１０－３－①－１，２） 

また，本校では，財務の状況を，国立福井高専要覧（資料１０－３－①－３）において適正

に公表している。 

 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H11/H11HO103.html
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資料１０－３－①－３ 

「財務の状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 国立福井高専要覧） 

資料１０－３－①－２  

「財務諸表（抜粋）」 

 

（出典 機構本部ホームページ） 

http://www.kosen-k.go.jp/documents/zaimusyohyoH22.pdf 



福井工業高等専門学校 基準10 

- 387 - 

（分析結果とその根拠理由） 

財務諸表については，独立行政法人国立高等専門学校機構が独立行政法人通則法に基づき，

官報に広告及びホームページ等で適正に公表している。また，本校においても適正に公表して

いる。 

以上のことから，適切な方法で公表されている。 

 

 

観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の会計監査等については，独立行政法人国立高等専門学校機構会計規則第４５条の規定

（資料１０－３－②－１）及び福井工業高等専門学校会計内部監査要項（資料１０－３－②－

２）に基づき，高専相互会計内部監査（資料１０－３－②－３），会計内部監査（資料１０－３

－②－４），科学研究費補助金に係る通常監査（資料１０－３－②－５），提示物品検査（資料

１０－３－②－６）を実施し，会計経理についてその事態を把握し，これが常に適正かつ効率的

に執行されるよう指導，監督並びに改善を図っている。 

 

資料１０－３－②－１ 

「会計規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

                       略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略 

 

（出典 国立高等専門学校機構ホームページ） 

http://www.kosen-k.go.jp/procurement/kisoku-034.pdf 

 

http://www.kosen-k.go.jp/procurement/kisoku-034.pdf
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資料１０－３－②－２ 

「内部監査要項（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課）） 

 

資料１０－３－②－３ 

「高専相互会計内部監査報告書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課）） 
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資料１０－３－②－４ 

「会計内部監査（抜粋）」 

（出典 総務課） 

 

資料１０－３－②－５ 

「科学研究費補助金に係る通常監査（抜粋）」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課） 
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資料１０－３－②－６ 

「定時物品検査」 

 

（出典 総務課） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

それぞれの内部監査結果報告書等で示すように，本校の内部監査は会計処理に熟知した事務

職員により適正な監査を受けている。なお，平成２４年５月２１日～２３日に国立高等専門学

校機構の会計監査法人による平成２３年度期末監査が実施された。 

以上のことから，会計監査等が適正に行われている。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

本校の学習・教育目標を達成するための財源確保並びに予算の重点的配分など，適正かつ効率

的な予算の執行に対する努力が行われている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 
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（３）基準１０の自己評価の概要 

本校における教育活動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行するために必要な校地・

校舎・設備等の資産を有している。 

経常的収入は，国立高等専門学校機構から継続的に交付されているほか，授業料・入学検

定料・入学料等の諸収入についても安定的に確保されている。また，外部資金の獲得（寄付

金，共同研究，受託研究，科学研究費補助金等）についても受け入れを積極的に取り組み，安定

した教育研究活動等が展開できるように努力している。 

収支は，適正に管理運営されており，過大な支出超過はない。 

予算配分については，学校運営会議において予算配分方針に基づき配分案が示され，審議，

決定の後，教員会議において公表されている。また，校長のリーダーシップの下，「校長裁

量経費」として各学科，教員等から申請された事業について校長ヒアリングを実施し，必要

性，有効性等を審査し採否を決定し重点配分を行うとともに，施設・設備については，長期

的な視野に立って計画的な予算配分を行うため，設備整備マスタープランを毎年更新してい

る。 

これらのことにより，教育研究活動の活性化とその環境の整備を図る他，競争的資金によ

る研究から企業との共同研究への発展が見込まれるなど，地域社会との連携強化を推進する

上でも有効な配分となっている。 

なお，高専相互会計内部監査，会計内部監査等の実施及び国立高等専門学校機構の会計監査

法人による会計監査が実施され適正な財務会計処理が行われている。 

さらに，外部有識者会議を毎年開催し，学校の運営に関し意見・提言を受け，ＰＤＣＡサイ

クルに沿った改善を図っている。 
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